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年　　 度 直 接 経 費 間 接 経 費 合　 計
平 成 17 年 度 1，6 0 0 千 円 0 千 円 1，6 0 0 千 円
平 成 1 8 年 度 8 0 0 千 円 0 千 円 8 0 0 千 円
平 成 19 年 度 8 0 0 千 円 2 4 0 千 円 1，0 4 0 千 円

















































COntent anOmalyln the North Pacific subtrop．cal gyre・The XXIVIUGG2007General
Assembly，Perugla，ltaly．Posterpresentation
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